
次の問い問～の各枠に当てはまる符号または数字をマークせよ。１
問　以下のすべての正の偶数の積を計算すると、数値の末尾にはが連続して

　    個並ぶ。以下のすべての正の奇数の積を計算すると、数値の末尾の

　数字は  である。

問　ある集団で人に人がかかる病気がある。この集団に属するさんがその病気

　に関する検査を受けたところ、陽性の結果が出た。その病気にかかっている人がこの

　検査で正しく陽性と判定される確率は％で、かかっていない人が誤って陽性と判定

　される確率は％である。さんがこの病気にかかっていない確率は    ％

　である。

問　図のように、△において、辺を：に内分する点を、辺を：

　に内分する点を、との交点を、との延長との交点をとする。

　このとき

　　　　　　　　









　である。また、△、△、△の面積をそれぞれ、、とおくと

　　　　　　　　：：



：




：

　である。



 






解説

問　以下のすべての正の偶数をで割ると

　　　　　　、、、………、　………①

　となる。

　以下のすべての正の偶数の積の末尾のの個数と、①の積の末尾のの個数は

　一致するので、①の末尾のの個数は

　　　　　　　 



 


個

　また、以下のすべての正の奇数のの位に注目すると

　　　　　　、、、、、、、、、、、……、

　より、、、、、が繰り返し回現れることが分かる。

　よって、のの位はで、  のの位もより

　以下のすべての正の奇数の末尾の数字は

　以下、として

　　×………× 
     

　　　　　　　　　　　　　　　 
       

　　　　　　　　　　　　　　　
 

　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　

問　さんが病気にかかっているという事象を、さんが検査で陽性と判定され

　るという事象をとすると

　　　　　　　  



、    




、


   





　よって、  



、    




、


   





　となる。

　求める確率は、さんが病気にかかっていない確率

　つまり、さんが陽性と判定されたという前提のもので、病気にかかっていない確率

　より、    
 

 
となる。

　　　　　　　     

　　　　　　　　　    ･   
   ･ 

　　　　　　　　　



･







･




　　　　　　　　　　




　よって、求める確率は

　　　　　　　    
･













　　　　　　　　　　




　　　　　　　　　　……

　よって、さんがこの病気にかかっていない確率は、％

問　　

 

















　チェバの定理より

　　　　　



･



･





　　　∴　



･



･





　　　∴　：：

　メネラウスの定理より

　　　　　



･



･





　　　∴　



･



･





　　　∴　：：

　よって、









　これより、△の面積をとすると

　　　　　










　メネラウスの定理より

　　　　　



･



･





　　　∴　



･



･





　　　∴　：：

　よって、



･




　

　メネラウスの定理より

　　　　　



･



･





　　　∴　



･



･





　　　∴　：：

　よって、



･






　以上より

　　　　　：：



：



：





　　　　　　　　　



：



：　
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次の文章を読み、下の問い問、の各枠に当てはまる符号または数字をマークせよ。２

を定数とし、の関数  を

　　　　　　　　  
   

とする。

問　  が極小値を持つための必要十分条件は

　　　　　　　　
    




  



　である。これが満たされているとき、極小値をとるの範囲は

　　　　　　　　
  


 



　である。

問　  が



で極小値をとるとき、最大値は

　　　　　　


              

　であり、それを与えるの値は

　　　　　　　　


      

　である。

解説

問　  
   　より

　　　　　　　　   
 

　　　　　　∴　   
  

　  が極小値をもつ条件は

　   が負から正と符号変化することである。

　よって、  
 とおくと

　  とのグラフの位置関係において

　  の部分から、  となる部分が存在することである………①

　  のグラフは

　　　　　　　　   
 

　　　　　　　　　　 


  




　より、増減表は

　　　　

 








          

   









　となるので、グラフは以下のようになる。






 





















 

　　　

　

　よって、①となるようなのとり得る値の範囲は、下の図より　

　　　　　　　　







　である。このとき、極小値をとるの値をとすると、のとり得る値の範囲は、　

　　　　　　　　 

 



　となる。






 





















 


＋

＋

 



　

問　  が



で極小値をもつとき

　　　　　　　　  



が必要

　よって、･


 



･






　　　　　　∴　




　逆にこのとき

　　　　　　   
 





　　　　　　　　 


 
  

　   となるの値は、



、

 


より

　増減表は

　　　　


 





 


             

   極大  極小  極大 

　となるので、確かに



の前後で負から正へと符号変化しているので

　十分性は示された。　　

　ここで、  を
 で割ると、以下のようになるので

　　　　　

   














    





 





































 





 


















　  
   




 



 











となる。

　よって

　　　　　　 
 





  
 







　　　　　　　　　　　　　


   　複号同順　より

　


   で、  は最大値


   をとる。
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次の文章を読み、下の問い問、の各枠に当てはまる符号または数字をマークせよ。３

　を自然数とし、

　　　　　　　　　　　　　   


  
   

　とする。

問　  


  
である。

問　任意の自然数について

　　　　　　
 



  







           

　である。ただし、      とする。

問　
 



  



である。　

解説

問　   

 
   

　　　　 


       

　　　　




 

















　　　　
















　　　　




問　   


  
   

　　　　 


        

　　　　 


          

　　　　




 






 



 



 

　　　　







 




 




 

　　　　　


 


 




  


 




  


 

　よって

　　　
 



  
 



  






 


 



  


 



 


 



  


 



 

　　　　　


 






 



……



 


 

　　　　　　　　　  






  







……  



 



 

　　　　　　　　　　　  






  







……  



 



 

　　　　　　 


 




 


 



 


 

　　　　　　







 




 




 

　　　　　　







        

問　
 



  
 
  







        

　　　　　



　　

　 




   
   

 

    
  

   ･ 
  　を用いてもよい

　を用いると

問　   

 
   

　　　　 

 
   

　　　　



  

   
 

　　　　




問　   


  
   

　　　　 


  
   

　　　　    

     
   

   
 

　　　　
   

   

　　　　


        

　　　　


      


        

　よって

　　　
 



  
 



  


     



        

　　　　　　


･･   


･･  




･･   


･･  
………

　　　　　　　　　　　　　　　　　  


     



        


　　　　　　


･･   
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次の文章を読み、下の問い問～の各枠に当てはまる符号または数字をマークせよ。４
必要があれば、  、  を用いること

　太陽から地球に降り注ぐ光は、深海の底にほとんど届かない。海面に光が当たっている

としても、水深とともに辺りは暗くなる。一般に、光は空気や水などの物質で満たされた

空間を通ると、距離とともに明るさが減少する。

いま、ある物質で満たされた空間を光が進む距離をとし、そこでの光の明るさを  

と表す。  は、    ･  と書けて、  はの指数関数であるものとする。

さらに、  



であるものとする。

問　  



となるのは

　　　　　　　　　   

　のときである。

問　  



となるのは

　　　　　　　　　   

　のときである。

問　 のときに成り立つ次の近似式  を用いると

　　　　　　　　　     

　である。　

解説

  
 とおくと

  



より

　　　　　　  




　　　　∴　
 
 　

よって、  
 
 となる。

問　  



より

　　　　　　
 
 





　　　　∴　



 





　　　　∴　   

　　　　　　

　　　　　　　　

問　  



より

　　　　　　
 
 





　　　　∴　


   




　　　　∴　





　　　　∴　




　　　　　　…

　よって、

　

問　  
 


　ここで、  より

　　　　　　 

　よって、  
 


 


　　　　　　  　　………①

　として、  を用いると

　　　　　  　

　①の続き

　　　　　  


　　　　　　　 
 


　として、  を用いると

　　　　　  


   

　よって、  

　①の続き

　　　　　  


　　　　　　　 
 


　として、  を用いると

　　　　　  


   ……

　よって、  
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